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母性看護学におけるシミュレーション教育の現状と課題
Current Status and Issues of Simulation Education in Maternal Health Nursing
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資　　　料

Ⅰ．緒言

　2022 年のわが国の出生数は、統計を取り始め
た 1899 年以降で最少の約 77 万人となり 1）、母性
看護学実習で学生が妊娠期・分娩期・産褥期の看
護を経験する機会が減少している。また近年の新
型コロナウィルス感染症の流行も影響し、患者の
権利や医療安全の観点から、体験できる援助が限
られ、看護実践能力の不足が危惧される状況が続
いている。加えて、現代の学生の特徴として、コ
ミュニケーション能力の弱体化、主体的学習行動
や生活経験の乏しさが指摘されており 2）、とりわ
け、母性看護学では、女性の一生の中でも、最も
ダイナミクスに変化する妊娠期・分娩期・産褥期
における対象の特性やニーズについてイメージす
ることが難しいとされている 3）。

　厚生労働省の看護基礎教育の充実に関する検討
会報告書 4）では、学生が臨地実習で獲得できる実
践能力を補うものとして、シミュレーター等の活
用、および看護技術を実際に近い状態で適用でき
るような用具や環境の整備により、限られた時間
の中で最大の教育効果を上げるよう言及された。
また、看護教育の内容と方法に関する検討会報告
書 5）では、看護師に求められる実践能力を育成す
るための教育方法として学内でシミュレーション
を行うなど臨地実習に向けて技術を習得すること
や、臨地実習で経験できない内容はシミュレー
ションにより学内の演習で補完することが求めら
れており、シミュレーション教育の導入によっ
て、より効果的な教育が展開されることを示唆し
ている。
　医療者教育におけるシミュレーション教育につ
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いて、阿部 6）は「臨床の事象を、学習要素に焦点
化して再現した状況のなかで、学習者が人やもの
に関わりながら医療行為やケアを経験し、その経
験を振り返り、検証することによって、専門的な
知識・技術・態度の統合を図ることをめざす教
育」と述べ、学習者が生涯にわたり自ら能動的に
学び続ける素地を育むための学習支援型教育であ
ると説明している。同時に阿部は、現段階におい
て、わが国ではこの教育が十分に整っておらず、
卒業時点で学生が習得している実践力と、臨床の
場で求められる実践力との間に乖離が生じ、新人
看護師の離職の一因になっていることを指摘して
いる。
　2020 年以降、新型コロナウィルスの影響によ
り、臨地実習が制限されると、臨地実習の代替実
習としてシミュレーション教育は多くの教育機関
で取り入れられ、発展している 7）。しかし、阿部
が指摘しているように、わが国では、教育におけ
る課題が残っている状況である。そのため、本研
究では、国内の母性看護学におけるシミュレー
ション教育の現状と課題を明らかにし、効果的な
教育プログラムの開発に向けた基礎資料にするこ
とを目的とした。

Ⅱ．研究方法

1．研究デザイン
　文献検討

2．用語の定義
　シミュレーション教育：阿部ら  8）の定義に依拠
し、「実際の患者に提供する医療を想定して学習
者に教材を提供し、医療者として必要なテクニカ
ルおよびノンテクニカルな能力の向上を目指す教
育」とする。単にシミュレーターを使用した教育
を意味するのではなく、模擬的な環境で行われる
教育を全て含める。
　教材：授業・演習の遂行において道具的な機能
を果たす物的なもの（模擬患者を含む）。

3．文献検索方法と対象文献の選定
　電子データベースは、医学中央雑誌Web
（Ver. 6）および CiNii Research を用いた。本研
究では、「シミュレーション教育」を広義に捉え
ていることから、検索語には「母性看護」および

「教育方法」を組み合わせた。文献検索の対象期
間は 2013 年～2023 年の 10 年間とし、424 件が該
当した。一次スクリーニングとして、テーマと要
旨を精読し、重複文献および対象が看護学生では
ない文献、シミュレーション教育ではない文献、
文献検討を行った文献等 327 件を除外し、ハンド
サーチにより 6件を加えた。二次スクリーニング
として、全文を精読し、重複文献および対象が看
護学生ではない文献、シミュレーション教育では
ない文献、48 件を除外し、55 件の文献を研究対
象とした（2023 年 9 月実施）。

4．分析方法
　シミュレーション教育の現状を明らかにするた
めに、教育方法を分類し、使用教材、評価方法を
整理した。また、文献を詳細に読み込み、教育効
果及び課題に関する記述を文献中から抽出しまと
めた。
　対象文献は、著作権の保護に配慮して取り扱
い、分析内容は各文献の趣旨の意味を損なわない
ように最大限に配慮した。

Ⅲ．結果

1．シミュレーション教育の方法と教材
　シミュレーション教育の方法は、「技術演習」
「疑似体験」「事例展開」「ロールプレイ」の 4項
目に分類された（表）。55 文献中、「技術演習」
20 件、「疑似体験」9 件、「事例展開」32 件、
「ロールプレイ」31 件であった。単一の教育方法
は、26 文献で、「技術演習」10 文献、「疑似体験」
5 文献、「事例展開」6 文献、「ロールプレイ」5
文献であった。29 文献は組み合わせる方法で構
成されており、「事例展開」と「ロールプレイ」
の組み合わせが 23 文献で最も多かった。
　シミュレーション教育の方法で分類された 4項
目について、さらに類似性・相違性に着目し、技
術の習得を主な目的とした「技術演習」と、対象
理解を主な目的とした「疑似体験」「事例展開」
「ロールプレイ」の 2つに集約して整理した。
1）�技術の習得を主な目的とした教育方法及び教材
　「技術演習」では、新生児期は沐浴 7件、全身
観察 8件であった。教材は新生児モデルや新生児
バイタルサインシミュレーターを使っていた。妊
娠期は 4件で、レオポルド触診法や、胎児心拍測
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➀
母性看護学における臨地実習前学内演習
の効果について

太田 愛, 他
2013

沐浴
新生児VS測定
子宮復古の観察

産褥期 新生児
産褥子宮

新生児VSシ
ミュレーター ●

アンケート

➁
模擬患者を対象にした母性看護技術演習
の学習効果

勝田 真由美
2013

妊婦健診
褥婦の観察

臨床
助産師

自己評価表

➂
母性看護学領域におけるシミュレーショ
ン教育の可能性 ― 米国視察によりシミュ
レーション教育を考える―

二 村 良 子
2013

子宮復古の観察 褥婦の観察 産褥子宮

学生

アンケート
OSCE

➃

母性看護学における看護実践能力を高め
るための教育方法の検討― ロールプレイン
グを取り入れた演習の評価―

礒山 あけみ, 他
2013

新生児VS測定 産褥期 褥婦の観察 産褥子宮 新生児VSシ
ミュレーター

● 学生

レポート
質問紙

➄
母性看護学におけるロールプレイングに
よる保健指導授業の効果

秦 久美子, 他
2013

産褥期 褥婦への保
健指導 学生

アンケート

➅

新カリキュラムにおける母性看護学の評
価と課題 ― 母性看護に必要な知識・技術が
身につくための学びの順序性と繰り返し実践
する実習の取り組み―

乾 久枝, 他
2013

レオポルド触診法
胎児心音聴取
妊婦所計測
新生児のVS測定
沐浴

妊婦 産褥期 褥婦の観察 妊婦腹部
新生児

新生児VSシ
ミュレーター
胎児超音波
ドップラー ● 学生 ●

記載なし

➆
新しい教育方法の導入 ―「周産期看護学(実
践方法)」におけるTeam-based learning―

五十嵐 ゆかり, 他

2014
妊婦・産婦
（妊婦健診/分娩シ
アター）

産褥期 記載なし

➇
母性看護学における看護実践力を育むた
めの取り組み

奥村ゆかり, 他
2014

レオポルド触診法
沐浴
新生児の観察

産婦
（分娩シアター）

褥婦の観察 妊婦腹部
産褥子宮
新生児

新生児VSシ
ミュレーター
胎児超音波
ドップラー

● 学生

アンケート
ポートフォリオ
OSCE

➈

看護学生にアプガースコアの視聴覚教材
を活用した授業の教育効果

稲垣 恵子
2014

アプガースコア

●

アンケート
演習前/後の小
テスト、1か月
後の定期試験

➉
能動的学修を授業に取り入れた効果 ―母
性看護への苦手意識の軽減―

秦 久美子
2015

妊娠期から
産褥期まで
の継続事例

●
アンケート

⑪
佛教大学における母性看護学の授業方法
―事例を用いた協同学習の試み―

木野 寛子, 他
2015

妊娠期から
産褥期まで
の継続事例 ●

面接

⑫
実践報告　新生児沐浴技術の教育課題に
対応したe-learningの開発

佐藤 珠美, 他
2015

沐浴 新生児
e-
learning

アンケート

⑬
「沐浴」の事前学習におけるソーシャル
メディア活用の評価

望月 好子, 他
2015

沐浴 新生児 you-
tube

質問紙

⑭

母性看護学実習前の客観的臨床能力試験
(OSCE)への臨床助産師による模擬患者
(SP)導入における看護学生の体験を通し
た認識

二村 良子, 他
2015

妊婦健診
褥婦の観察

妊婦腹部
産褥子宮 臨床

助産師

自由記載
OSCE

⑮

看護学生の対象理解の能力を育むための
授業をめざして ―シミュレーション授業の
教材に演劇を用いた母性看護学演習の効果―

川口 弥恵子, 他
2015

褥婦
（観察/保健指導
シアター）

自由記載

⑯
母乳育児から母子の特性理解を促す学内
演習の効果

壹岐さより, 他
2015

授乳観察 産褥期 乳房
●

記載なし

⑰
新生児沐浴e-learningの授業への活用と
効果

後藤 智子, 他
2015

沐浴 新生児 e-
learning

自由記載

疑
似
体
験

I
C
T
教
材

模
擬
患
者

妊
婦
ジ

ケ

ト

母
子
手
帳

模
擬
電
子
カ
ル
テ

D
V
D
・
ス
ラ
イ
ド

文
献
番
号

テーマ 著者
発行年

教育方法 使用教材

評価方法
技
術
演
習

事
例
展
開

ロ

ル
プ
レ
イ

モ
デ
ル

シ
ミ

レ

タ
(※1)

(※6)

(※5)

(※4)
(※3)(※2)

表　対象文献の教育方法・使用教材・評価方法

（※ 1）　原理原則に従って正確な看護技術を習得すること
（※ 2）　本物に近い感覚を体験すること
（※ 3）　ペーパーペイシェントを用いて看護過程を展開すること
（※ 4）　実際の患者を想定した教材を通して自分の役割を演じること
（※ 5）　人体を模したシミュレーション機器のうち、比較的簡単な構造かつ動きを伴わないもの
（※ 6）　音が出る、動くなどの比較的高度な機能を備えているもの
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⑱
新潟大学医学部保健学科看護学専攻科目「母
性健康支援看護論」におけるアクティブ
ラーニングの試み

有森 直子, 他
2016

妊娠期から
産褥期まで
の継続事例 ●

自由記載
定期試験

⑲
リアルに体験できる分娩期ケアのロール
プレイング演習 ―滋賀医科大学医学部看護
学科での取り組み―

岡山 久代, 他
2016

産婦
（分娩シアター）

面接

⑳
看護基礎教育における新生児/乳児家庭訪
問演習に模擬患者を活用することで学生
が獲得する能力

村上 真理, 他
2017

産褥期 褥婦への保健
指導

新生児 出産経
験のあ
る卒業
生

質問紙

㉑
母性看護学演習において家族を含めた支
援を考える演習方法の検討

金子 洋美, 他
2017

妊婦 妊娠期から
産褥期まで
の継続事例

産婦へのケア
学生 ● ●

レポート

㉒
NICUに入院している新生児の理解を深
めるための教育方法の検討 ―未熟児モデル
を使用したディベロップメンタルケアの演習を
取り入れて―

榊原 愛, 他
2017

未熟児の全身観察 未熟児

●

質問紙

㉓
母性看護学授業における授業方法の検討 小林 由香, 他

2017
妊娠期から
産褥期まで
の継続事例

アンケート

㉔
母性看護学沐浴技術習得のための試み 
―e-Learningを利用した学習効果―

田村 博美, 他
2017

沐浴 新生児 e-
learning

アンケート

㉕
「装着型産褥子宮モデル」を使用した学
習効果 ―看護学生による子宮復古の観察から―

山本 真由美, 他
2017

子宮復古の観察 褥婦の観察 産褥子宮
教員

面接

㉖
看護学生が学んだ妊婦像 ―疑似妊婦体験学
習と母性看護学実習を通して―

片倉 裕子, 他
2017

妊婦
●

質問紙
自由記載

㉗

【教員に求められる技能を見直そう!授業力・
指導・運営のポイント】分娩シミュレー
ションによる主体的技術習得と教材作成
のポイント

前田 和香子, 他
2017

産婦
（分娩シアター）

出産シュミレー
ター「ママナタ
リー」

質問紙

㉘
母性看護学領域における「看護の統合と
実践」―実習での学生の学びグループインタ
ビューの分析から―

上山 直美, 他
2017

産褥期 褥婦への保健
指導 学生

面接

㉙
母性看護学の授業設計と演習・実習の進
め方 (第3回) ―「母性看護学」演習を計画す
る―

服部 律子2017 新生児の全身観察 新生児
●

記載なし

㉚

【アクティブラーニングの具体的な手順と授業
への活用】Think-Write-Pair-Shareを
使った母性看護学の協同学習 ―サブワーク
ノートの活用でより効果的に―

木野 寛子, 他
2017

妊娠期から
産褥期まで
の継続事例 ●

面接
ポートフォリオ

㉛

時間・教員・ベッドが足りなくてもでき
る!シミュレーション教育(第6回)(最終回)
―小児看護・母性看護・在宅看護のシミュレー
ション教育―

高橋 聖子
2019

新生児のVS測定 新生児VSシ
ミュレーター

●

リフレクション
シート

自己評価表

㉜

母性看護学演習におけるシミュレーショ
ン教育を活用した授業展開の試み

齋藤 良子
2020

レオポルド触診法
CTGモニター判読
胎盤計測
子宮復古の観察
授乳の観察

妊娠期から
産褥期まで
の継続事例

褥婦への保健
指導

妊婦腹部
産褥子宮
乳房

分娩監視装置
シュミレーター
胎盤シュミレー
ター

● 教員 ●

記載なし

㉝

【学生の実践力を養う　臨地実習の代替策】
臨地実習の代替策として行われた演習事
例 ―母性看護学・成人看護学臨地実習の代替
策―

長谷川 和子, 他
2020

産褥期 褥婦の観察
新生児の観察
授乳の観察

産褥子宮
新生児
乳房

● 教員

アンケート
自由記載

㉞
看護学生における妊婦体験学習の効果 
―妊婦体験ジャケット着用を通して―

篠原 良子
2020

妊婦
● ●

アンケート

㉟
聖隷クリストファー大学看護基礎教育に
おけるシミュレーション教育の実践

炭谷 正太郎, 他
2020

子宮復古の観察
授乳の観察

産褥子宮
乳房

記載なし

㊱
「産婦の看護」にシミュレーション教育
を取り入れた学習方法の検討

石川 裕貴, 他
2020

産婦へのケア
● 学生 ●

自己評価
自由記載

㊲

【教育機関と医療機関の協働による「これから
の実習」】コロナ禍における母性看護学実
習での協働 ―医療機関としての取り組み―

藤本 佳奈, 他
2020

新生児期

● on-line

記載なし
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㊳

【教育機関と医療機関の協働による「これから
の実習」】コロナ禍における母性看護学実
習での協働　教育機関としての取り組み

槻木 直子, 他
2021

産褥期 褥婦の観察

●
on-line

you-
tube

教員

記載なし

㊴
コロナ禍における母性看護学実習の工夫
と評価

戸村 佳美, 他
2021

産褥期 褥婦の観察
● on-line 学生 ●

質問紙

㊵
母性看護技術演習における模擬便を用い
たシミュレーション教育からの学び ―学
生の思考プロセスを中心に―

松島 泰恵, 他
2021

おむつ交換 新生児 面接

㊶
コロナ禍における専門学校での母性看護
学実習の取り組み ―OSCEの手法を用いた学
内実習の展開―

橋本 由起子
2021

産褥期 褥婦への保健
指導 ● 教員

面接
OSCE

㊷

【臨地実習の再構築「学ぶ機会」を取り
戻す臨床と教育の連携】(Part 2)教育機
関の取り組み事例 ―コロナ禍で再考する臨
地実習の在り方―

山波 真理
2021

妊娠期から
産褥期まで
継続事例

褥婦の観察 産褥子宮

学生

記載なし

㊸
母性看護学実習における対象理解を深め
るための取り組みの有用性と今後の課題

中田 覚子, 他
2021

褥婦の観察
授乳の観察
新生児の観察

産褥子宮
乳房
新生児

● 教員

アンケート

㊹

【コロナ禍の経験をふまえた　これから
のシミュレーション教育】福岡県実習補
完事業に参加して ―福岡県私設病院協会看
護学校のシミュレーション教育を活用した代
替実習の試み―

立山 久美
2021

産褥期 褥婦の観察 産褥子宮

● 学生

アンケート

㊺
産褥早期の観察技術習得に向けたロール
プレイ演習の導入 ―子宮復古状態の観察場
面における実践―

緒方 京, 他
2021

産褥期 褥婦の観察
● on-line 教員 ●

アンケート
自由記載

㊻
コロナ禍における母性看護実習の展開
―ハイフレックス型授業による実習代替授業の
取り組み―

松原 まなみ, 他
2021

産褥期
新生児期

褥婦への保健
指導
産後健診

新生児

● on-line 学生 ●

記載なし

㊼

【ポストコロナ時代の「感染看護」教育
の在り方を探る】事例:「母性看護学」実
習 ―病棟実習制限下での効果的な「母性看護
学」実習の取り組みについて―

永田 真理子
2022

新生児のVS測定 産褥期 褥婦の観察
授乳の観察

産褥子宮
乳房
新生児

新生児VSシ
ミュレーター

学生

記載なし

㊽

コロナ禍における母性看護学学内実習の
実践報告

東尾 公子, 他
2022

レオポルド触診法
子宮底長・腹囲測定
子宮復古の観察
新生児の全身観察

妊娠期
産褥期

妊娠健診
褥婦の観察

妊婦腹部
産褥子宮

新生児VSシ
ミュレーター

● on-line 学生

記載なし

㊾
新型コロナウイルス感染症禍における母
性看護学実習の工夫と課題(第2報) ―シ
ミュレーション演習の実践報告―

大橋 知子, 他
2022

妊娠期
産褥期
新生児期

妊婦健診
褥婦の観察
新生児の観察

妊婦腹部
産褥子宮
乳房

新生児VSシ
ミュレーター ● 教員

記載なし

50
教育改革推進事業実践報告 ―Simulation-
Based Online Program(Si-BOP)を用いた周
産期看護学実習の実際―

下田 佳奈, 他
2022

産褥期 褥婦の観察
● on-line 教員 ●

アンケート

51
オンライン実習プログラムを用いた周産
期看護学実習の取り組み

岡 美雪, 他
2022

産褥期 褥婦の観察
● on-line 教員 ●

アンケート

52

COVID-19禍における母性看護学実習の
代替実習の有用性と課題

中田 覚子, 他
2022

妊婦健診
褥婦の観察
授乳の観察

妊婦腹部
産褥子宮
乳房
新生児

● 教員

アンケート

53

コロナ禍における母性看護学の地域母子
支援施設とシミュレーション実習の効果
と課題 ―テキストマイニングを用いた実習の
まとめの内容分析から―

中村 朋子, 他
2022

産褥期 褥婦の観察
授乳の観察
新生児の観察

産褥子宮
乳房
新生児 ● on-line 教員

レポート

54

コロナ禍における実践活動の場以外で行
う母性看護学実習の評価と課題―臨地実習
経験者と未経験者との比較―

大橋 知子, 他
2023

妊娠期
産褥期

妊婦健診
褥婦の観察/保
健指導
新生児の観察

妊婦腹部
産褥子宮
新生児 教員

アンケート

55

母性看護学演習におけるシミュレーショ
ン教育の学修効果 ―妊産褥婦を対象とした
看護実践能力の向上に向けて―

齋藤雅子, 他
2023

妊娠期
産褥期

妊婦健診
褥婦の観察

高機能周産
期全身シミュ
レーター
(HPWS)

質問紙
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定、子宮底長・腹囲測定を行い、教材は妊婦腹部
触診モデル、胎児超音波ドップラーを使ってい
た。分娩期は 1 件で、分娩監視装置シミュレー
ターを使った胎児心拍数の判読や、胎盤シミュ
レーターを使用して胎盤計測を行っていた。産褥
期は、産褥子宮モデルを使った子宮復古の観察 6
件、乳房観察モデルを使った授乳の観察 3 件で
あった。多くの文献では事前にDVDやスライド
等の視聴覚教材を活用していた。2015 年からは
e-learning や、 動画共有サービス （You-Tube） 等
の ICT教材が導入された。
2）対象理解を主な目的とした教育方法及び教材
　「疑似体験」では、妊婦ジャケットを教材とし
た妊婦疑似体験が 4件、教員の行う演劇を通して
産婦や褥婦の疑似体験をするものが 5件あり、う
ち分娩期が 3 件、妊娠期・産褥期が 1 件ずつで
あった。
　「事例展開」では、DVD視聴や、母子健康手
帳、各期に応じたモデルを使用し対象理解を深め
ていた。また、グループワークを取り入れ、学生
同士の学びを引き出していた。2020 年以降、新
型コロナウィルス感染症の影響による自宅待機・
分散登校になると、web システムが活用された。
学生専用のポータルサイトを作成し、閲覧可能範
囲が 5日間（産褥 1日目～産褥 5日目）自動更新
されていく模擬電子カルテから継続情報を入手
し、看護過程を展開していた。さらに動画（褥婦
の病室を訪問した場面（各事例 1日 2～3 分）や
写真を供覧し、Cloud Meeting（zoom）機能を利
用してグループディスカッションを行っていた
（文献㊺、㊻、㊿）。また施設と協働し双方向型に
よるカンファレンスを行い、学習を深めていた
（文献㊲、㊳）。
　「ロールプレイ」では、全件が模擬患者（以下、
SP）参加型演習であった。教員及び施設助産師
の SPが 15 件、出産育児経験のある卒業生の SP
が 1件で、これら以外の 14 件は学生が SPを担っ
ていた。ほとんどの文献で、演習前に視聴覚教材
を活用して状況理解を深め、演習後には振り返り
を実施していた。2017 年以降、録画機能を利用
して振り返りを行っている文献もあった（文献
⑳、㊹、㊻、㊼）。2022 年には zoom 機能を利用
したオンラインロールプレイを実施していた（文
献㊻、㊿）。用いられた場面は産褥期が 29 件で最

も多く、妊娠期 7件、新生児期が 5件であった。
分娩期は 2件で、産痛緩和法、呼吸法を行ってい
た（文献㉑、㊱）。高機能周産期全身シミュレー
ターモデル（HPWS）を導入した文献が 1 件あ
り、コンピュータに連動した人体模型で実際の臨
床場面を忠実に再現した臨場感のある環境設定と
シナリオを連動し、学生とのフィードバックまで
の一連のプロセスが含まれていた（文献 55）。

2．シミュレーション教育の現状と課題
1）評価方法
　評価方法は、演習や実習後にアンケート、面
接、自己評価、質問紙等を実施し、その結果を評
価した文献が 36 件あった。それらの評価と併用
して、客観的臨床能力試験（OSCE）の得点を含
めて評価した文献が 4件あった。しかし、評価の
基準を具体的に示している文献はなかった。ま
た、定期試験を含めた評価を記載している文献が
2件あった。演習や実習の取り組みを報告する文
献が 13 件あり、これらには評価記載がなかった。
2）教育効果
（1）�技術の習得を主な目的とした教育方法の効果
　「技術演習」を行った文献では、対象の特徴
をふまえたイメージができることにより（文献
⑫、⑬、㉟）、安全で適切な技術の習得ができ
（文献⑰、㉕）、これにより肯定的な感情を高め
学習意欲の向上が示された（文献①、③、㉒）。
また、繰り返し行うことで自己課題が明確に
なったとの効果が示された（文献①、㉕、㉛）。

（2）　対象理解を主な目的とした教育方法の効果
　「疑似体験」を行った文献では、妊婦模擬体
験により、体に感じる重みと危険を経験するこ
とで（文献⑥、㉖）、日常生活動作に対する思
いを考えることができ（文献㉞）、外観からは
気づかない妊婦の実際を学習できていた（文献
㉑）。単なる体験で終わらないように、事例展
開やロールプレイに組み込んでいるものが 3件
あり（文献⑥、⑦、㉑）、具体性が増すことで
妊娠期看護の理解を深めていた。また演劇の鑑
賞を通して、分娩疑似体験で感動したことや
（文献⑧、⑲、㉗）、褥婦疑似体験でイメージと
のギャップを感じたことにより、家族を含めた
看護ケアについての視点が広がり対象理解に効
果が示された（文献⑮）。
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　「事例展開」を行った文献では、妊産褥婦を同
一の事例を用いることにより対象の心身の変化を
捉えやすいことが示された（文献⑩、⑪、㉑、
㉓）。2～3 名の学生で同じ事例を受け持ち、互い
の記録を提示しながら情報やアセスメントを共有
したことでさらに対象者の理解が深まったことが
特徴であった（文献⑱、㉚、㊴、㊿）。
　「ロールプレイ」を行った文献では、SP参加型
演習による、コミュニケーションの大切さ（文献
②、③、⑧）や、対象の理解（文献⑤、⑭、㊶）、
対象やその家族への心理的配慮（文献④、㉑、
㉘）、といった対人面で多くの学びや気づきが
あった。ほとんどの文献では振り返りを行ってお
り、これらの効果をみると、自己の課題の気づき
や（文献㉘、㊺、㊿）、対象者・臨床場面・望ま
しい看護師のイメージ化（文献㉝、㊱、㊸、㊹）、
といった特徴がみられた。また、グループディス
カッションに多くの時間を費やしたことにより、
学生が主体的に学ぶ姿勢が育ち（文献②、⑤、
⑳、㊹、㊼）、知識の補強、適切な態度、倫理観
を学び、対象理解を深める一助になっていた。
3）教育課題
⑴　技術の習得を主な目的とした教育方法の課題
　「技術演習」を行った文献では、時間内に全員
が反復練習を行うことは困難であり（文献㉙、
㉜）、学生の時間にも制約があるため（文献㉒）、
練習時間が十分確保できないとの意見があった。
また、学生個々の学習意欲による影響を受けやす
いこと（文献㉔）、獲得した知識や技術の維持が
難しいこと（文献⑨）、e-learning での学習は個
人学習の時間が多く受動的な学習となりやすいこ
と（文献⑫、⑰）が課題としてあがっていた。
⑵　対象理解を主な目的とした教育方法の課題
　「事例展開」を行った文献では、ウェルネスの
視点で看護計画を立案することに慣れていないこ
とや（文献⑩、㉓）、議論が充実していないグ
ループへの関わり（文献⑱、㉚）、意図的な情報
収集をするための支援（文献⑥）が課題としてあ
がっていた。
　「ロールプレイ」を行った文献では、設定した
時間内に全ての学生が患者・看護師役を演じるこ
とは困難であるためシナリオ設定を工夫すること
（文献④、㉜）、振り返りの時間を十分に確保して
思考過程を育成すること（文献㊷、㊾）、ファシ

リテータ間で統一した指導を行えるように事前打
ち合わせや連携を図ること（文献㊱、㊽）、看護
実践能力を測定する評価方法を検討すること（文
献④、㊸、㊽）の必要性が示された。また、模擬
患者に対し役割を適切に理解するための教育やオ
リエンテーションを充実する必要性があること
（文献⑤、㉘、㊱、㊷）、教員が模擬患者の場合
は、学生の緊張を高めるため（文献㉕、㉝、㊸、
㊾）、関係性を構築することの限界が示唆されて
いた。

Ⅳ．考察

1．�シミュレーション教育における教育方法と教材
1）�技術の習得を主な目的とした教育方法及び教材
　技術の習得を主な目的とした教育方法では、教
員が根拠や手順を説明しながら正確な技術を示し
「技術演習」を行っていた。技術が安全に実施で
きるまで反復練習するよう設計されていた。
　2015 年以降、ICT 教材の導入により、学生が
都合の良い時間を選んで繰り返し学習することが
可能となり、技術演習に向けて看護実践のイメー
ジ化が促進されたと考える。
　一方、ICT 教材への取り組みは学生個々の意
欲に委ねられることが多く、復習としては十分に
活用されていないことが報告されており ⁹⁾、獲
得した知識や技術が維持できるような学習システ
ムの工夫が必要であると考える。
　また、限られた時間内で反復練習が可能となる
ようなデモンストレーション等の提示方法や、事
前・事後学習内容の工夫、学生のレディネスと学
習目標を照らし合わせながら盛り込みすぎない授
業設計を検討する必要があると考える。
2）対象理解を主な目的とした教育方法及び教材
　対象理解を主な目的とした教育方法では、本物
に近い感覚を「疑似体験」することで“気づき”
を促し、対象理解の導入として位置づけられてい
た。「事例展開」と「ロールプレイ」を組み合わ
せた教育方法が多くみられ、基本的な知識・応用
力・自分の経験を統合しながら、データや現象を
説明し、抽象化へと発展させるために、段階的に
構成されていることが伺えた。
　「事例展開」において、妊娠期から産褥期を同
一の事例で学習している文献があり、これにより
学生は、妊娠期から産褥期までのつながりが理解
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でき、対象の背景を十分に考慮した継続性のある
看護過程の展開に効果があったと考える。
　「ロールプレイ」では、学生を SP とする文献
が多く見られた。学生が SPの場合は、非言語的
に「身体的苦痛」や「不安」を表現しにくく、さ
らに相手へのネガティブな感情などのフィード
バックに躊躇する傾向がある 10）ことを念頭に置
き、教員は患者役の学生が自分の気持ちを表出し
やすいような言葉をかけ、その場で具体的な振り
返りを行い、学生の評価能力を高めるような関わ
りをする必要がある 11）。
　さらに、設定時間内に全員が患者・看護師役を
演じることの限界について、Bandura の「社会
的学習理論（モデリング理論）」では、自分が直
接体験したことだけではなくても、他者の体験を
観察・模倣することで学習が深まることを説明し
ており  12）、観察者の重要性を示している。加えて
阿部は  13）、参加者全員でディスカッションをしな
がら「思考・感情・行動・態度」を振り返ること
により、それぞれの立場から新たな学習課題を確
認し、目標達成に向かう能動的学習ができると述
べている。
　そのため、シミュレーション教育では、振り返
りの時間を十分確保すること、指導者は目標達成
に向かうディスカッションとなるよう計画的な発
問を交えて進行することが不可欠であり、授業計
画作成時から目標に準じて学ばせたいことを明確
に計画し、指導者間で共有していく必要があると
考える。

2．シミュレーション教育における教育評価
1）評価の方法
　舟島ら 14）は、教育評価について「主体者が何
らかの教育上の目的を持って、何らかの方法で対
象に関するデータを収集し、それを一定の基準に
照らして解釈する過程」と定義している。この定
義に基づくと、本研究で評価記載のあった 42 文
献中、40 文献では、学生の学習状況を把握する
という目的を持って、演習や実習後の振り返りに
よる評価をシミュレーション教育の成果と捉え、
2文献では、一定期間における学生の学習達成度
を明らかにするという目的を持って、授業終了時
の試験を含めた評価をシミュレーション教育の成
果と捉えており、各授業科目で設定された学修目

標に応じた評価を実施していることが伺えた。
　評価の方法としてはアンケート、面接、質問
紙、自由記載等による学生の自己認知の報告（何
ができるとおもっているのか）による評価を行っ
ており、学生の思考が明らかになることで、授業
設計の見直しにもつながり効果的であると考え
る。しかし、この評価方法については、「目標に
対する到達状況が把握できない」 15）ことや、「教
育者の分析に依拠するところが多い」 16）との報告
があり、看護実践力の向上を確保するためには、
先の教育評価の定義で示した「一定の基準に照ら
して解釈する過程」に沿うよう、信頼性と妥当性
のある尺度を活用し、学生の知識や能力の表出
（何ができるのか）による評価を行うことも重要
となる 14）。
　学生の目標への到達と躓き部分を明らかにする
ためには、複数の評価方法を併用し、到達過程が
わかるルーブリック評価を取り入れることで学生
の次の課題が明確になり、能動的学習の動機づけ
になるのではないかと考える。
2）評価の構造
　シミュレーション教育は、実践への活用に向け
て段階的に学ぶことを大切にしており、Kolb の
経験的学習理論を基盤としている 8）。Kolb の経験
学習は、①具体的な経験を行う、②経験後に反省
的に振り返る、③経験したことの概念化を行う、
④積極的に類似課題に取り組む、といったサイク
ルの学習により到達目標に向かうプロセスであ
る 17）。
　この理論に照らすと、本研究においても演習や
実習後の振り返りを評価の方法として実施されて
おり、これは①具体的な経験を行う、②経験後に
反省的に振り返る、という過程に適していると考
える。
　一方、Kolb の経験学習理論にある、③経験し
たことの概念化を行う、④積極的に類似課題に取
り組む、という循環のサイクルに値する評価方法
について、言及している文献は見当たらなかっ
た。シミュレーション教育での経験から得られた
学習内容を、段階的に評価するためには、臨床の
場と教育の場が連携し継続的な評価が行える体制
を整え、看護基礎教育から卒後教育の連動した評
価の構造を検討する必要があると考える。
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Ⅴ．研究の限界と今後の課題

　本研究では、演習及び実習科目が混在していた
こと、教育機関を限定しなかったことにより、シ
ミュレーション教育を評価するための十分なデー
タを把握できなかったことが限界である。今後
は、様々な教育機関のカリキュラムを比較すると
ともに、国外の動向についても文献検討していく
必要がある。

Ⅵ．結論

　シミュレーション教育は、「技術演習」「疑似体
験」「事例展開」「ロールプレイ」の 4つに分類さ
れた。学習者が主体的に経験を振り返り、ディス
カッションを通して専門的な知識・技術・態度の
統合を図ることを目指し、学習者の習熟度に応じ
て段階的に設計されていた。また、学習目標に応
じた教材を活用することにより、対象の特性や
ニーズのイメージ化が促進されていた。
　一方、学生個々の学習意欲による影響を受けや
すいこと、設定時間内に終わらないこと、教育評
価の方法や構造について検討することが課題とし
てあがった。効果的なシミュレーション教育を行
うには、学生のレディネスに見合うよう緻密に計
画された授業を設計し、継続的な教育評価を行う
必要性が示唆された。
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